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少なくとも IT 以外の産業の競争力維持のために、高度 IT 人材を育成しなければならな
いだろう。
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　2007 年 12 月 20 日、東京大手
町の経団連会館において、「第 3
回高度情報通信人材育成に関する



















































































































































































































































い て は 1996 年 の ク リ ン ガ ー・
コーエン法により、政府機関に
CIO が置かれることとなり、その
CIO たちが自発的・非公式に CIO 
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council を形成した。そして、現
在は政府組織である CIO council 







　 ま た、 産 業 界 の 人 材 に 目 を
向 け れ ば、 米 国 の 教 育 機 関 か
ら Microsoft、Apple、Yahoo、











































に SAP の創業者の一人、Hasso 
Plattner の寄付により設置された 






成機関とみなす HPI d.school at 
Stanford である。
３‐２














































































































































Stanford 大 学 の HPI d.school で
ある。これはドイツの HPI と同じ
く、Hasso Plattner の 寄 付により
設立された教育機関である。正式名
は、HPI Hasso Plattner Institute 









イノベーターである David Kelly で
ある。
　我 は々、2008 年3月に、Stanford



























































































授 や Plattner 氏自身（d.school の
教員を務めている）のような IT の
大家が、ソフトウェア教育機関で
はない d.school で T- 型人間の育成
（nurture）に取り組んでいる理由な
のである。




































































































































































































































CC: Computing Curricula by IEEE/ACM,  
CS: Computer Science,  CE: Computer Engineering,  IT: Information Technology,  
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が訪れたともいわれている 21）。

































































































































































































る記事 22）によれば日本 IBM のソ
フトウェア研究所における「スキル
調査」において、新卒者たちが 50
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キャンしようとするという Google 





















































































































































































































































力 修、 岩 野 和 生 ( 日 本 経 団 連 )、
Terry Winograd (Stanford 大
学 d.school)、上田学、村上憲郎
(Google)、坂本憲昭、深瀬光聡 ( 九
州大学 )、駒谷昇一 ( 筑波大学 )、
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